
そぼろ納豆を購入するとき重視するもの
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全体 46.2% 19.2% 40.4% 15.4% 21.2% 9.6% 15.4%

男性 48.5% 15.2% 39.4% 12.1% 18.2% 6.1% 21.2%

女性 42.1% 26.3% 42.1% 21.1% 26.3% 15.8% 5.3%

20~40代 44.8% 27.6% 27.6% 17.2% 27.6% 13.8% 10.3%

50~60代 47.8% 56.5% 13.0% 13.0% 13.0% 4.3% 21.7%

価格 容量・ｇ 大豆産地 大根産地 水戸納豆で
ラベルデザ

イン
その他

 

実用化 

事例 
そぼろ納豆の商品化支援 

【相手先企業】 有限会社 天狗納豆 

 

【開発の背景】 

大豆など原材料の高騰による利

益率の低下がみられるため，エンド

ユーザを優先した開発戦略による

継続的な需要の確保を解決目的と

して，H20 年度に受託研究として支

援しました。その結果，今年度 11

月より企業で商品販売されました。

当センターでは，パッケージデザイ

ンを担いました。 

 

【開発の経緯・支援内容】 

開発コンセプトは，包装やラベルを一新することで顧客のリピート率を高め，商品ロ

スが低い直販やネット販売を中心とした主力商品に育てることが目標です。 

この目標達成に当たっては，商品動向や顧客アンケート，包装技術や意匠・商標等の

調査を行い，下表のような分析と考察をデザインに反映させました。 

 
開発課題 課題の考察  

原材料と販売
価格の関係な
どの顧客調査 

そぼろ納豆は，「農山漁村の郷土料理百
選」に選定されているが，県内の認知
度は低い。県央畑作地帯東部の保存食
としての由来があるため，地域差も考
慮する必要がある。 

コストパフォ
ーマンスや値
頃感など消費
者視点に立っ
た発想 

そぼろ納豆への期待として，おいしさ
や安全，素材への期待がみられたが，
50～60代では「容量 g」56.5％が多く，
塩分調整など健康に配慮する声があっ
た。 

他社との差別
化，自社アピ
ールを含めた
色彩計画，包
装形態 

そぼろ納豆の購入目的で，「中元・歳暮」
で年代差があり，若い世代がシニア層
へプレゼントしていることが予想され
る。茨城産の情報源として「産地表示
のラベル」の重要性が伺え，ラベルを
帯状（筒状）にすることで付加価値が
訴えられる。 

 

【開発した製品の紹介】 

包装は，相手先企業の初代・笹沼辰蔵氏をモチーフとし，顧客の「安全・安心」意識

や直販・ネット販売を想定し，電子画面での見やすさを考慮しました。商品は国産原料

にこだわった県特産品として認められ，ギフトガーデン水戸店にも採用されました。 

本調査結果は，生産量や販売額などデータが少ない「そぼろ納豆」の基礎資料にもな

り，初代をラベルモチーフとした提案は，企業の創業百年を迎える新たな「顔」として

も利用したい意向も見られるなど相乗効果も得られました。 

 

＊ 価 格：630円（税込） 

＊ 販売先：有限会社天狗納豆店舗（水戸市柳町），株式会社 JR東日本リテールネット   

ギフトガーデン水戸店（水戸駅改札内右） 

基礎となった事業 平成 20 年度 オンリーワン技術開発支援事業（受託研究） 

現在の担当部門 工芸技術部門 部門長 佐藤 茂 tel：0296-72-0316 

 

調査日：H20/8/25～9/5 

方法：アンケート用紙を手渡し 

対象：県内公設試職員 

配布数：１１４人 

回収数：５２人（回答率：45.6%） 


